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　ケアラーには、高齢者や障害者の介護、難病を持つ人の介護、病児や障害児の養育、依存症やひきこもりの家
族・知人への気づかいなどさまざまなケースがありますが、2025年に団塊の世代全てが75歳以上の後期高齢者と
なり、介護を必要とする人が急速に増加することが見込まれます。
　こうした中、山梨県では、ケアラーが置かれた状況を把握するための実態調査を昨年1月に実施した結果、18歳
以上の県民のうち、およそ4人に1人が家族のケアを担っている実態が明らかになったことから、『県民一人ひとり
が自由な選択をし活躍できる「介護離職ゼロ社会」の実現』に向けて、さまざまな支援施策に積極的に取り組んで
います。
　今号では、昨年5月に策定した山梨県ケアラー支援推進パッケージ（フェーズ1）から市町村と連携した取り組み
について特集します。

「ケアラー支援の推進」

地域で高齢者等を見守る・支える
仕組みづくり

山梨県のケアラー支援について

山梨県総合県民支援局働く人・働き方支援課
課長補佐　長田 直樹

仕事と介護の両立とケアラー支援に係る
普及・啓発に関する取り組み

　山梨県総合県民支援局働く人・働き方支援課
課長補佐　長田 直樹

山梨県総合県民支援局県民生活支援課
総括課長補佐　久保島 佐季子

山梨県のヤングケアラー支援における
市町村との連携について

　山梨県総合県民支援局こども福祉課
主査　齊藤 有希
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
男
性
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
も
含
め
、

家
族
ケ
ア
の
在
り
方
は
多
様
で
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
負
担
に
な
っ
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
活
躍

が
阻
害
さ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
民
の
自
由
な
選
択
を
妨
げ
る
要
因
を
で
き
る
限
り

取
り
除
く
こ
と
こ
そ
、
豊
か
さ
の
追
求
に
お
い
て
行
政

が
果
た
す
べ
き
役
割
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
山
梨
県
で
は
県
民
誰
も
が
ケ
ア
ラ
ー
と
な

り
得
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
最
終
的
に
は
介
護
離
職

ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
取
り
組

み
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
令
和
６
年
度
以
降
に
実
施
さ
れ
た
主
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
成
果
、
そ
し
て
今
後

の
課
題
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

（
1
）
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
の
実
施
（
令
和
６
年
度
）

　
前
述
の
と
お
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
割
合
が

今
後
急
速
に
大
き
く
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、

ケ
ア
ラ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
く
の
課
題
を
有
し
て

お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
生
活
等
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、本
県
に
お
け
る
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
調
査・

分
析
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
を
抽
出
し
、
そ

の
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

社
会
の
構
築
に
向
け
た
的
確
な
対
策
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
（
以
下
、
実
態
調

査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
民
向
け
、
支
援
機
関
向
け
、
企
業

向
け
の
3
つ
の
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
こ

で
い
う
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
高
齢
、
身
体
上
ま
た
は
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精
神
上
の
障
が
い
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
援
助
を
必
要
と

す
る
家
族
等
身
近
な
人
に
対
し
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、

日
常
生
活
上
の
世
話
、
気
づ
か
い
、
そ
の
他
の
援
助
を

提
供
し
て
い
る
方
を
指
し
ま
す
。
子
育
て
と
介
護
の
時

期
が
重
な
る
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
も
ケ
ア
に
含
み
ま
す
。

①
県
民
向
け
の
調
査
結
果

　
回
答
が
得
ら
れ
た
１
，
８
５
１
人
の
約
4
人
に
1
人

が
、
現
在
、
家
族
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
つ
ま
り
ケ

ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
と
の
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
（
図
１
）。

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世

代
全
て
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
の
割
合
は
、
今
後
、
急
速
に
大
き
く
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
県
は
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
や
介
護
人
材
の
確

保
・
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
家
族
介
護
の
担
い
手
は
、
人
口
増
を
前
提
と

し
た
時
代
に
比
し
て
、
よ
り
少
な
い
人
数
で
仕
事
と
介

護
を
両
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
近
年
は
、
晩
婚
化
等
の
影
響
か
ら
、
子
育

て
と
介
護
の
時
期
が
重
な
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
問
題
も
生

じ
て
お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
本
人
や
家
族
の
生
活
へ
の
影
響

が
大
変
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
本
県
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

山梨県のケアラー支援について

山梨県総合県民支援局働く人・働き方支援課
課長補佐　長田 直樹
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経
緯

２ 

取
り
組
み
内
容

●ケアの状況

している
26.2

していない
73.4

無回答
0.4

家族ケアの状況について、
「している」が 26.2％となっ
ており、回答者の 4 人に 1
人がケアラーに該当するこ
とが明らかとなった。

図１



　
「
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
調
査
で

は
、
約
3
割
の
方
が
「
利
用
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」

と
回
答
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
人
が
一
定
数
い
る
可
能
性
を
示
し
て

い
ま
す
（
図
２
）。

　
「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
理
由
」
の
最
も
多

い
回
答
が
「
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
他
の

家
族
が
望
ま
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ケ
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家
族
の
ケ
ア
に
よ
り
「
離
職
・
失
業
し
た
」
方
が
８
・

５
％
、
約
1
割
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
社
会
状
況
の
中
、
注
目
す
べ
き
結
果

で
す
。

　

加
え
て
、「
遅
刻
・
早
退
等
の
増
加
」、「
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低
下
」
な
ど
の
項
目
も
割
合
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
仕
事
・
経
済
活
動
へ
の
大
き
な
影
響
も

浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
介
護
の
プ
ロ
で
あ
る
支
援

機
関
を
上
手
に
頼
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
社

会
全
体
に
向
け
て
啓
発
し
て
い
く
必
要
性
が
高
い
こ
と

が
考
察
さ
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
次
に
「
ケ
ア
に
よ
る
仕
事
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
で

す
。

●ケアが必要な家族が利用しているサービス
「利用しているものはない」は 32.3%。

必要なサービスにつながっていない人がいる可能性。

●サービスを利用していない理由
「ケアを受けている方または、他の家族が望まない」が最も多く、
ケアのイメージの刷新・世間への周知の必要性が高い。

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通所サービス
在宅・訪問サービス

宿泊サービス（ショートステイ（短期入所））
移動支援

子育て支援サービス
高齢者サロン等（地域活動支援センター等）

福祉用具利用
その他

利用しているものはない
わからない

37.0

20.6

15.2

2.3

5.0

3.9

5.8

1.4

12.9

32.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ケアを受けている方または、他の家族が望まない
他人にお願いしたくない（迷惑をかけたくない）

どんなサービスがあるかわからない
利用手続きがわからない

公的なサービスのなかには希望するサービスがない
利用したい福祉サービスが近くにない

利用したい事業所等が満員で利用できない
経済的な不安がある
生活を変えたくない

その他

38.0

12.7

15.1

6.0

6.0

0

12.7

30.1

0.6

12.7

n=659
（％）

n=166
（％）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
離職・失業した

転職した
遅刻、早退、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた
働く時間や場所に制約が出た※

仕事のパフォーマンスが下がった※※
在宅勤務が増えた

昇進を諦めた又は降格した
自分以外の家族が仕事を辞めた

その他
特に影響はなかった

働きたいが、ケアのために就労経験がない
ケアの有無に関わらず就労はしていない

2.9
8.5

16.1
14.8
13.2
11.5

1.2
1.9

32.6

11.1

3.1
6.6

0.8

n=485
（％）

※（残業、出張ができなくなった等）　※※（業務に集中できないこと等）
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公的なサービスのなかには希望するサービスがない
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その他
特に影響はなかった

働きたいが、ケアのために就労経験がない
ケアの有無に関わらず就労はしていない

2.9
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11.5
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1.9

32.6
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3.1
6.6

0.8
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※（残業、出張ができなくなった等）　※※（業務に集中できないこと等）

●ケアによる仕事への影響
「離職・失業した」が 8.5％存在。その他、「遅刻・早退・欠勤の増加」、
「仕事内容の変更」、「パフォーマンス低下」などが多い。
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③
企
業
向
け
調
査
結
果

　
「
過
去
5
年
間
の
介
護
離
職
者
の
有
無
」
に
つ
い
て

「
介
護
離
職
者
が
い
た
」
と
回
答
し
た
企
業
は
1
割
程

度
（
図
７
、
左
円
グ
ラ
フ
）
で
す
が
、
年
度
別
の
介
護

離
職
の
あ
っ
た
企
業
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
図
７
、
右
棒
グ
ラ
フ
）。

②
支
援
機
関
向
け
の
調
査
結
果

　

ま
ず
、「
ケ
ア
に
関
す
る
相
談
件
数
の
傾
向
」
で
す

が
、ど
の
区
分
で
も
「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
も
多
く
な
っ

て
は
い
ま
す
が
、
一
方
で
、「
関
係
機
関
か
ら
の
相
談
」

は
３
割
強
、「
家
族
か
ら
の
相
談
」
も
約
２
割
が
「
増

え
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
図
５
）。

　
「
支
援
機
関
か
ら
見
て
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
進
ま
な
い

理
由
」
に
つ
い
て
は
、「
ケ
ア
ラ
ー
が
自
認
が
な
い
、

家
族
で
ケ
ア
す
る
の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
」
こ

と
が
半
数
以
上
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
自

身
へ
の
周
知
の
必
要
性
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
６
）。

●ケアに関する相談件数の傾向
「関係機関からの相談」は３割強、「ケアを受けている方の家族からの相談」も
約２割が「増えている」と回答。

●支援機関から見てケアラー支援が進まない理由
「ケアラーである自認がない」が 56.6％と半数以上の支援機関から指摘。
次いで、「ケアに協力してくれる人がいない」、「ケアラーが相談先を知らない」が多い。

●介護離職の状況
過去 5 年間の介護離職者がいた企業は 1 割程度。介護離職のあった企業割合は R4 年度から増加。

ケアラー・ヤングケアラー本人からの相談
（n＝69）

ケアを受けている方（要介護者等）からの相談
（n＝69）

ケアを受けている方の家族からの相談
（n＝69）

関係機関からの相談
（n＝69）

令和元年度（n＝44）

令和2年度（n＝44）

令和3年度（n＝44）

令和4年度（n＝44）

令和5年度（n＝44）

（％）

（％）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ケアラーが、ケアラーである自認がない（家族でケアをするのが当たり前だと思っている）
ケアラーが、ケアに関することは相談していい悩みだと思っていない
ケアラーが身近に相談できる者（窓口・サロン等を含む）がいない
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程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
実
態
調
査
結
果
）。

　
仕
事
と
介
護
の
両
立
は
、
従
業
員
個
人
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
な
く
、
企
業
側
の
理
解
と
支
援
が
不
可
欠

で
す
。
特
に
、
介
護
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
時
間
で

あ
る
介
護
休
暇
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て
、
ケ
ア
ラ
ー
が

利
用
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
、
企
業
が

制
度
の
活
用
を
後
押
し
す
る
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
併
せ
て
、
従
業
員
に
対
し
て
も
、
企
業
側
か
ら
制
度

の
意
義
や
使
い
方
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
介
護
体
制

の
構
築
に
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
経
営
者
や
管
理
職
へ
の
働

き
か
け
を
強
化
し
、
制
度
活
用
の
促
進
と
環
境
整
備
を

進
め
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

 

・	

第
二
の
視
点
、『
つ
な
ぐ
』
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
介
護
や
看
護
は
、
あ
る
日
突
然
始
ま
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
多
く
の
人
は
事
前
知
識
や
準

備
も
な
い
状
態
か
ら
介
護
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
混
乱
の
中
で
問
題
を
抱
え
込
み
、
し
か
る
べ

き
支
援
機
関
に
繋
が
れ
な
い
ケ
ア
ラ
ー
を
適
切
な
支
援

に
「
つ
な
ぐ
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
令
和
7
年
度
6
月
補
正
予
算
に
お
い

て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
新
た
な
試
み
と
し
て
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

ト
を
活
用
し
た
事
業
費
を
予
算
計
上
し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番
組
の
制
作
・
配
信

に
お
い
て
は
、
ケ
ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
貧
困
・
ひ
き
こ
も

り
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
人
知
れ
ず
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
た

め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
耳
を
傾
け
て
頂
き
、
最
終
的
に

は
相
談
や
支
援
に
つ
な
が
っ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

（
３
）
山
梨
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
令
和
7
年
度
～
）

　
山
梨
県
で
は
、
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
導
か
れ
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
「
フ
ェ
ー
ズ
１
」
の
対
策
と

し
て
、
山
梨
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、『
気
づ
く
』、『
つ

な
ぐ
』、『
支
え
る
』
の
３
つ
の
視
点
で
、
ケ
ア
ラ
ー
支

援
の
基
盤
と
な
る
べ
き
部
分
を
構
築
す
る
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 

・	

第
一
の
視
点
、『
気
づ
く
』
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
か
つ
て
は
、
家
族
が
自
ら
手
を
か
け
て
介
護
を
担
う

時
代
で
し
た
が
、
少
子
化
や
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
が
進

む
中
で
、
家
族
介
護
の
在
り
方
そ
の
も
の
が
、
今
や
大

き
な
転
換
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
先
ず
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
気
づ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
家
族
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
介

護
体
制
を
組
み
立
て
る
存
在
へ
と
役
割
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
制
度

が
使
え
る
の
か
と
い
っ
た
実
務
的
な
知
識
や
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
、
つ
ま
り
、
介
護
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
も
、

も
う
一
つ
の
気
づ
き
の
軸
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や

ケ
ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
加
え
て
、「
ケ
ア

ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
員
）」
を
養

成
し
、
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
普
及
啓
発
と
相
談
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
が
生
活
を
営
む
上
で
仕
事
と
介
護

の
両
立
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
企
業
側
に
も
気
づ
き
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
前
述
の

と
お
り
、
県
内
企
業
の
う
ち
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
を

優
先
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
は
未
だ
僅
か
２
割

　

ま
た
、「
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
重
要
度
」
に
つ
い

て
は
、
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い

る
企
業
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
８
）。

　

高
齢
化
に
伴
う
介
護
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
ケ
ア

ラ
ー
も
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ

の
調
査
に
よ
っ
て
ケ
ア
ラ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
多

く
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

（
２
）
山
梨
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
本
部

（
令
和
６
年
度
～
）

　
山
梨
県
で
は
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
ケ
ア
ラ
ー
支

援
推
進
本
部
を
設
置
し
、
令
和
6
年
7
月
18
日
に
令
和

6
年
度
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
本
部
第
1
回
本
部
会
議
を

開
催
し
、「
介
護
離
職
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、

県
庁
一
丸
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
の
第
１
回
本
部
会
議
で
は
ケ
ア

ラ
ー
実
態
調
査
の
結
果
が
本
部
員
に
共
有
さ
れ
、
知
事

か
ら
６
月
補
正
予
算
の
編
成
に
向
け
た
議
論
に
お
い
て

「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
」
を
重
要
な
軸
と
し
た
施
策
の
検
討

が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

●仕事と介護の両立の重要度
優先的に取り組むべき課題と認識し
ている企業は 2 割程度にとどまる。

n=494

やや優先的に
取り組むべき
15.8

優先度は
低い
10.3

中長期的に
解決すべき課題

41.3

どちらともいえない
24.1

取り組む必要はない
2.0

最優先の
課題
6.5

図 8
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強
化
に
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
市
町
村
情
報
の
充

実
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
毎
年
度
５
０
０
名
程
度
を

新
規
に
養
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
県
と
市
町
村
が
協
働
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
相

談
・
啓
発
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
県
と
市
町
村
が
一
体

と
な
っ
て
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
社
会
」
を
目
指
し
、
ケ
ア

ラ
ー
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
本
人
や
家
族
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
が
共
感
を
も
っ
て
受
け
止
め

る
べ
き
構
造
的
課
題
で
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
重
要
課
題
で
す
。

　
県
で
は
昨
年
、
赤
沢
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
（
当

時
）
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
閣
僚
な
ど
に
対
し
、
ケ
ア

ラ
ー
支
援
を
国
の
政
策
の
柱
に
位
置
付
け
る
よ
う
要
請

を
行
い
、「
骨
太
の
方
針
二
〇
二
五
」
に
お
い
て
、「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
年
代
や
就

労
の
有
無
を
問
わ
ず
、
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
地
方
公
共
団
体

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
」
と
の
記
載
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
経
済
財
政
運
営
の
指
針
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
で
、
本
県
が
進
め
る
様
々
な
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
取
り
組
み
の
大
き
な
後
押
し
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、国
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、

ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。

　
ま
た
、
突
然
介
護
が
始
ま
り
、
不
安
と
孤
独
の
中
で

混
乱
す
る
ケ
ア
ラ
ー
に
親
身
に
寄
り
添
い
、
必
要
な
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
「
伴
走
支
援
体
制
」
の
構

築
に
向
け
た
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

 

・	

第
三
の
視
点
、『
支
え
る
』
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
本
県
で
は
こ
れ
ま
で
「
介
護
待
機
ゼ
ロ
」
に
向
け
た

介
護
施
設
の
受
け
入
れ
能
力
の
拡
充
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
今
後
は
日
々
奮
闘
す
る
ケ
ア

ラ
ー
の
方
々
を
、
よ
り
直
接
的
に
「
支
え
る
」
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」、「
老
老
介
護
」

な
ど
ケ
ア
ラ
ー
の
置
か
れ
た
様
々
な
状
況
に
丁
寧
に
対

応
し
、
き
め
細
や
か
な
支
援
が
行
き
届
く
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
生

活
困
窮
者
支
援
機
関
、市
町
村
な
ど
と
密
接
に
連
携
し
、

分
野
を
超
え
た
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
を
持
つ
ケ
ア
ラ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
専
門
的
な
相
談
が
休
日
に
も
可
能
と
な
る
電

話
窓
口
を
開
設
し
、
切
れ
目
と
隙
の
な
い
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
ケ
ア
ラ
ー
同
士
が
実
際
に
集
ま
り
、
情
報
交

換
を
行
え
る
交
流
会
な
ど
も
開
催
し
、
ケ
ア
ラ
ー
の
孤

立
も
防
い
で
い
く
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　
「
フ
ェ
ー
ズ
１
」
と
な
る
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
り

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な

施
策
の
追
加
も
視
野
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
深
化
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
山
梨
県
で
は
、「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
基
盤
と
し
て
、
３
つ
の
視
点
「
気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・

支
え
る
」
を
軸
に
、
今
後
さ
ら
に
支
援
の
幅
と
質
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
県
と
市
町
村
が
緊
密
に
連
携

し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ケ
ア
ラ
ー
ご
自
身
や
企
業
、
地
域
の
方
々

へ
の
啓
発
は
、
今
後
も
最
重
要
の
課
題
で
す
。
そ
の
た

め
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
情
報
発
信
の

３ 

今
後
の
展
望
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（
２
）
ケ
ア
ラ
ー
支
援
人
材

（
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
（
推
進
員
））
の
養
成

　
県
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
と
相
談
窓
口
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
「
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
自
治
体
職
員
や
企
業
の
従
業
員
な
ど
、
地

域
と
関
わ
る
機
会
の
多
い
人
材
を
対
象
に
、
養
成
講
座

を
実
施
し
、
介
護
の
基
礎
知
識
や
支
援
に
つ
な
ぐ
方
法

な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
は
、「
自
分
は
ケ
ア
ラ
ー
な
ん

だ
」「
支
援
を
受
け
て
も
い
い
ん
だ
」
と
気
づ
く
声
か

け
や
（
普
及
啓
発
）、「
や
ま
な
し
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
に
掲
載
し
て
い
る

相
談
窓
口
や
支
援
情
報
を
案
内（
情

報
提
供
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
認

定
バ
ッ
ジ
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
県
民
向
け
の
情
報
提
供
・
相
談
支
援
体
制
の
整
備

　
県
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
必
要
な
支
援
情
報
に
ス
ム
ー

ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、「
や
ま
な
し
ケ
ア
ラ
ー

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
同
サ

イ
ト
で
は
、
県
内
市
町
村
の
相
談
窓
口
、
支
援
制
度
、

基
礎
知
識
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
案
内
な
ど

を
一
元
的
に
掲
載
し
、
ケ
ア
ラ
ー
本
人
や
家
族
、
企
業

担
当
者
な
ど
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
や
令
和
６

年
度
の
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
結
果
等
を
公
表
す
る
な

ど
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
普
及
・
啓
発
の
た
め
の

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
で
は
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
家
族

の
介
護
や
支
援
を
担
う
「
ケ
ア
ラ
ー
」
の
増
加
が
社
会

課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
ラ
ー

に
は
、
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア

ラ
ー
」
や
、
家
族
の
世
話
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
で
あ

る
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
介
護
離

職
、
学
業
・
仕
事
へ
の
影
響
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、山
梨
県
で
は
、ケ
ア
ラ
ー

支
援
を
包
括
的
に
推
進
す
る
た
め
、相
談
体
制
の
整
備
、

支
援
人
材
の
育
成
、
企
業
向
け
支
援
策
、
県
民
理
解
の

促
進
、
実
態
調
査
の
実
施
な
ど
、
多
角
的
な
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
当
課
が
担
当
す
る
仕
事

と
介
護
の
両
立
と
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
す
る
普
及
・
啓

発
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

仕事と介護の両立と
ケアラー支援に係る
普及・啓発に関する取り組み

山梨県総合県民支援局働く人・働き方支援課
課長補佐　長田 直樹

特集 02
１ 

は
じ
め
に

２ 

取
り
組
み
内
容
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こ
の
バ
ッ
ジ
を
目
印
に
、
介
護
等
の
ケ
ア
に
関
す
る
悩

み
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
最
終
的
に
は
約
４
７
０
名
を
養
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
を
進
め
、
毎
年
度
、
新
規
に
５
０
０
名
を
養
成

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

	
（
企
業
向
け
の
普
及
・
啓
発
）

　
実
態
調
査
で
は
、
過
去
５
年
間
に
介
護
離
職
者
が
い

た
企
業
は
約
１
割
で
、
令
和
４
年
度
以
降
は
増
加
傾
向

で
す
。
介
護
休
業
・
介
護
休
暇
の
導
入
は
半
数
程
度
、

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
へ
の
対
応
も
「
知
ら
な
い
／

対
応
で
き
て
い
な
い
」
が
半
数
超
と
判
明
し
、
さ
ら
に

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
を
優
先
課
題
と
捉
え
る
企
業

は
約
２
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
こ
の
実
態
を
受
け
、
県
は
企
業
の
意
識
醸
成
か
ら
実

装
ま
で
を
一
気
通
貫
で
支
援
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度

以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①	

経
営
者
・
管
理
職
向
け
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
（
年
２
回
）

の
実
施

　
ま
ず
は
、経
営
者
や
管
理
職
の
意
識
醸
成
を
図
り
、

経
営
層
が
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
問
題
に
つ
い
て
“
自
分

ご
と
化
”
し
社
内
で
の
具
体
的
な
行
動
変
容
を
促
す

た
め
、
第
１
回
（
10
月
20
日
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
基

礎
知
識
と
リ
ス
ク
認
識
、
第
2
回
（
11
月
19
日
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
）
で
他
社
事
例
紹
介
に
学
ぶ
実
践
論
を

提
供
し
ま
し
た
。

②	

従
業
員
向
け
周
知
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
デ
ー
タ
形
式
）

の
提
供

　
県
内
企
業
で
働
く
従
業
員
の
皆
様
が
、
介
護
に
直

面
し
て
も
継
続
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
必

要
な
知
識
や
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
も
し
突
然
介
護
に
直
面
し
た
ら
「
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」、「
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の

だ
ろ
う
」
と
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
今
回
作
成
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は

法
制
度
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
内
容
は
最
小
限
に

と
ど
め
、
す
ぐ
に
使
え
る
知
識
を
中
心
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

③
人
事
・
労
務
担
当
者
向
け
勉
強
会
（
２
回
）

　
経
営
者
・
管
理
職
の
意
識
醸
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
企
業
内
で
実
際
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
社
内

制
度
の
企
画
立
案
に
携
わ
る
人
事
・
労
務
担
当
者
を

対
象
と
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
1
回
目
（
1
月
16
日
）
は
人
事
・
労
務
担
当
者
が

押
さ
え
る
べ
き
基
礎
知
識
や
介
護
リ
テ
ラ
シ
ー
の

重
要
性
を
理
解
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
、
2
回
目
（
2
月
3
日
）
は
他
社
事
例
か
ら
成
功

の
コ
ツ
を
学
び
、
自
社
に
合
っ
た
解
決
策
を
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
検
討
・
発
表
す
る
集
合
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

（
４
）
普
及
啓
発
の
広
報
・
メ
デ
ィ
ア
活
用

（
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
積
極
活
用
）

　
県
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
普
及
・
啓
発
を
よ
り
身

近
な
形
で
届
け
る
た
め
に
、ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番
組「
や

ま
な
し
♥
つ
な
が
る
時
間
～
気
づ
き
、
つ
な
が
り
、
支

え
合
う
～
」
を
制
作
・
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
は
、
ケ
ア
ラ
ー
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
困
難

な
状
況
に
あ
る
方
に
支
援
を
届
け
て
い
く
た
め
、
介
護

や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
実
体
験
を
持
つ
ゲ
ス
ト
や
専
門

家
な
ど
を
招
き
、
気
づ
き
や
共
感
を
得
ら
れ
る
“
心
地

よ
い
居
場
所
”
と
な
る
よ
う
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

番組パーソナリティ	：	浜崎美保さん
	 ゲスト	：	町　亞聖さん
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ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、
行
政
や
支
援
機
関
の
取
り
組
み

だ
け
で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の
構

造
的
課
題
と
し
て
捉
え
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、企
業
、

学
校
、医
療
、福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ケ
ア
ラ
ー

支
援
に
対
す
る
意
識
醸
成
を
高
め
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え

る
環
境
が
当
た
り
前
に
整
備
さ
れ
、
ケ
ア
ラ
ー
の
困
難

を
早
期
に
把
握
（
気
づ
き
）
し
、
相
談
・
支
援
窓
口
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
相
談
支
援
の
高
度
化
、
仕

事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
の
普
及
・
促
進
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
潜
在
層
を
支
え
る
学
校
と
の
連
携
強
化
な

ど
、
既
存
の
施
策
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
県
で
は
、
社
会
全
体
で
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
る

体
制
の
実
現
に
向
け
、
多
角
的
・
包
括
的
に
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

の
番
組
を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
自
ら
が
抱

え
る
困
難
を
周
囲
に
相
談
し
、
し
か
る
べ
き
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
係
る
普
及
啓
発
動
画
の
配
信

　
将
来
的
な
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
ケ

ア
ラ
ー
当
事
者
や
ケ
ア
ラ
ー
予
備
軍
に
向
け
た
「
気
づ

き
」
や
「
心
構
え
」
を
促
す
動
画
を
作
成
し
、
配
信
し

て
い
ま
す
。
事
前
知
識
の
有
無
に
よ
り
、
そ
の
後
の
ケ

ア
ラ
ー
の
負
担
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
実
態
調
査
に
て
、「
家
族
で

ケ
ア
を
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
」や「
ケ

ア
ラ
ー
が
相
談
先
を
知
ら
な
い
」
な
ど
の
調
査
結
果
が

出
て
お
り
、
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
既
成
概
念
の
改
革

や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
相
談
先
な
ど
の
情
報

取
得
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
動
画
は
、

県
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る
と
と
も
に
大
型
商
業
施
設

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
）
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
放
映
し
て
い
ま
す
。

３ 

今
後
の
展
望
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県
で
は
、
令
和
３
年
度
に
知
事
と
関
係
者
の
意
見
交

換
を
行
い
、
庁
内
連
携
会
議
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

と
い
う
。）
を
設
置
し
、
全
国
初
と
な
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
。）
を
策
定
す
る
な
ど
、
国
に
先
駆
け
て
早
期

か
ら
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
に
は
、
総
合
的
な
支
援
を
進
め
る
た
め

に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
計
画
で
は
全
国
初

と
な
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
（
以
下
「
支
援
計

画
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
ま
し
た
。
国
に
お
い
て
は

令
和
６
年
度
に
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」

等
が
改
正
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
「
家
族
の
介

護
そ
の
他
日
常
生
活
上
の
世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る

子
ど
も
・
若
者
」
と
定
義
さ
れ
、
関
係
機
関
が
支
援
す

ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
養
成
と
配
置
促
進
、
支
援

者
向
け
研
修
の
実
施
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
運
営
な

ど
に
取
り
組
む
な
ど
、
県
で
は
、
関
係
機
関
が
共
通
認

識
の
も
と
で
支
援
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

（
１
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
に
お
け
る
連
携

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
背
景
に
は
複
合
的
な
家
族
の

課
題
が
あ
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
全
体
を
支
え
る

支
援
が
必
要
で
す
。
福
祉
・
教
育
・
就
労
支
援
な
ど
関

係
機
関
は
幅
広
く
、
関
係
者
を
つ
な
ぎ
支
援
を
調
整
す

る
役
割
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
県
主
催
の
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」（
以
下
「
養

成
講
座
」
と
い
う
。）
の
修
了
が
必
要
で
す
。
支
援
の

入
り
口
は
市
町
村
の
担
当
課
で
あ
る
た
め
、
市
町
村
の

行
政
機
関
等
へ
の
配
置
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
令
和
４
年
度
に
養
成
講
座
を
開
始
し
、
令

和
７
年
度
ま
で
の
養
成
状
況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
市
町
村
も
表
２
の
と
お
り

で
、
修
了
者
、
配
置
市
町
村
と
も
に
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
町
村
に
は
、
地
域
全
体
で
の
支
援
体
制
強
化

に
向
け
、
養
成
・
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
県
と
し
て
は
、
全
市
町
村
へ
の
早
期
配
置
を
目

指
し
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
養
成
講
座
は
全
６
回
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
担

当
課
職
員
を
中
心
に
、
福
祉
・
教
育
・
心
理
な
ど
多
様

な
職
種
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
表
３
の
と
お
り

べ
き
対
象
で
あ
る
こ
と
が
法
律
上
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
国
の
動
き
も
踏
ま
え
、
県
で
は
一
層
の

体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
が
小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
実

施
し
た
令
和
６
年
度
の
実
態
調
査
で
は
、
約
32
人
に
１

人
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は

周
囲
か
ら
気
づ
か
れ
に
く
く
、
本
⼈
が
自
覚
し
て
い
な

い
場
合
も
多
い
た
め
、
相
談
窓
口
の
利
用
率
は
、
全
体

で
１
割
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
満
足
度
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
は
な
い

子
ど
も
と
比
較
し
、
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
正
し
い
理

解
の
促
進
、
認
知
度
向
上
、
助
け
を
求
め
る
意
識
づ
く

り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
18
歳
以
上
の

若
者
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
23
件
の
支
援
事
例

の
報
告
が
あ
り
、
早
期
の
気
づ
き
や
進
路
・
就
職
場
面

で
の
相
談
支
援
、
本
人
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
強
化
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
状
況

は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
支
援
す
る
体
制

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
計
画
の
基
本
理
念
は
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
・

若
者
が
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
で
き
る
や
ま
な
し
～
気

づ
い
て
つ
な
が
ろ
う 

山
梨
コ
ネ
ク
ト
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
～
」
で
す
。
こ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
「
コ
ー
デ
ィ

山梨県のヤングケアラー支援に
おける市町村との連携について

山梨県総合県民支援局こども福祉課
主査　齊藤 有希
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２ 	

山
梨
県
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

	

の
実
態

４ 	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

  

市
町
村
と
の
連
携

１ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
経
緯

３ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
計
画
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で
、
事
例
検
討
や
応
援
プ
ラ
ン
作
成
を
通
じ
て
実
践
力

を
養
い
ま
す
。

　
支
援
者
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
向
き
合
う
際
、
声
か

け
や
連
携
方
法
に
迷
う
場
面
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

養
成
講
座
で
は
支
援
方
法
や
連
携
先
、
留
意
点
を
学
ぶ

ほ
か
、
事
例
共
有
等
に
よ
り
市
町
村
間
の
つ
な
が
り
も

強
ま
り
ま
す
。
講
座
で
得
た
知
識
と
連
携
の
実
践
が
、

早
期
発
見
と
効
果
的
な
支
援
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
２
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
お
け
る
連
携

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
、
県
版
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
専
門
部
会
と
し
て
令
和
３
年
度
に
設
置
し

ま
し
た
。
支
援
計
画
の
進
捗
確
認
や
施
策
見
直
し
な

ど
、
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
お
り
、

有
識
者
や
教
育
・
福
祉
・
介
護
等
の
関
係
者
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
4
市
１
町
に
参
画
い
た
だ

き
、
現
場
の
実
態
や
市
町
村
施
策
の
状
況
、
県
施
策
へ

の
意
見
を
共
有
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改

定
な
ど
県
の
施
策
展
開
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
法
改
正
に
よ
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
お
け
る

県
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
」
な
ど
、
市
町
村

が
実
施
主
体
と
な
る
国
の
補
助
事
業
も
広
が
り
、
支
援

体
制
は
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
引
き
続
き
、
人

材
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
通
じ
て
市
町
村
と
の

連
携
を
深
め
、
必
要
な
情
報
提
供
や
支
援
を
行
い
、
県

と
市
町
村
が
協
働
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
一
層

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

年　度 修了者 修了者の所属

R4 年度 10 人 4 市 2 町

R5 年度 13 人 7 市 2 町

R6 年度 14 人 9 市、その他 1

R7 年度 19 人 7 市 2 町 2 村、その他 3

合　計 56 人 12 市 4 町 2 村、その他 4

年　度 配置市町村 配置人数

R5 年度  4 市 2 町 10 人

R6 年度  8 市 2 町 16 人

R7 年度 10 市 1 町 25 人

研修テーマ 主な内容

第 1 回
・全体のガイダンス
・ヤングケアラー・コーディネータ―の役割と 
	 山梨県におけるヤングケアラーの施策

・	ヤングケアラーついて深く理解しながら、山梨県におけるヤングケラー・コーディネー
ターの定義や要件、配置場所、その役割などについて共通意識を持つ

・山梨県のヤングケアラー施策、国の動向、法改正の内容を理解する
・ヤングケアラー・コーディネーターの活動状況紹介

第 2 回 ・山梨県ヤングケアラー実態調査 
・学校における支援の現状

・令和 3 ～ 6 年度の山梨県におけるヤングケアラー実態調査の概要について解説
・学校におけるヤングケアラーの位置づけを理解し、子どもが望んでいることを把握

しながら、学校が抱える課題について理解

第 3 回 ・ヤングケアラー支援ガイドラインと多機関協働
・ガイドラインについて解説を聞き、ヤングケアラー支援に対する配慮などを理解
・支援策検討にあたって、多機関との協働のポイントなどを理解
・各関係機関の関係者から現状を聞く

第 4 回 ・当事者の話を聞く ・元当事者の話を聞き、ヤングケアラーの実情を改めて確認
・元当事者と意見交換をする機会を設ける

第 5 回 ・事例検討とグループワーク ・ヤングケアラー応援プランの作成のためのツールなどの使い方について学ぶ
・グループで応援プランについて意見交換

第 6 回
・各自でヤングケアラー応援プランを作成する 
・発表とフォロー解説 
・修了証授与

・ヤングケアラー応援プランを各自が作成
・発表と意見交換
・講師の講評

表 1  ヤングケアラー・コーディネーター養成講座の修了者

表 3  ヤングケアラー・コーディネーター養成講座カリキュラム

表 2  ヤングケアラー・コーディネーターの配置状況

５ 

お
わ
り
に

※ R7 年度までに、県内 18 市町村が受講

※各年度 4 月 1 日時点

※第 1 回～第 4 回はオンライン、第 5 回・第 6 回は対面で実施

第 6 回　養成講座・ヤングケアラー応援プランの発表
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近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が
年
代
を
問
わ
ず
広
が
り
、
ネ
ッ

ト
通
販
や
多
様
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
の
消
費
生
活
は
よ
り
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
情
報
量
の
増
加
や
決
済
方
法
の
多
様
化
に

よ
り
、取
引
環
境
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、ネ
ッ

ト
通
販
や
定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、
偽
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
介
し
た
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
誰
も
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
り
高
齢
者
人
口
が
増

加
す
る
な
か
、
高
齢
者
向
け
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
寄
与
す
る
一
方
で
、
認
知
症
等
で
判
断
力
が
低
下

し
た
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
の
増
加
等
、
高
齢
者

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域で高齢者等を
見守る・支える仕組みづくり

山梨県総合県民支援局県民生活支援課
総括課長補佐　久保島 佐季子

特集 04

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
近
年
、
年
間
約
90
万
件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち 

高
齢
者
の
相
談
件
数
は
２
０
２
１
年

か
ら
３
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
は

29
・
８
万
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
、
昨
年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活
相
談
は

３
，
３
１
９
件
で
、
契
約
当
事
者
の
年
代
が
判
明
し
て

い
る
相
談
件
数
２
，
４
７
８
件
の
う
ち
70
代
以
上
が
３

割
を
占
め
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
」
に
関
す
る
相

談
が
全
体
的
に
多
い
一
方
、
高
齢
者
の
場
合
は
「
訪
問

販
売
」
や
「
訪
問
購
入
」
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
事
業
者
に
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
契
約

し
た
り
、
買
い
物
を
重
ね
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
等
の
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

相
談
体
制
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
い
て
見
守

り
活
動
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
こ
う
し
た
背
景

か
ら
、
平
成
26
年
度
改
正
消
費
者
安
全
法
に
、
地
方
公

共
団
体
な
ど
が
、
消
費
者
安
全
の
確
保
の
た
め
の
協
議

会
等
（
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
）
を
組
織
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。〈
消
費

者
安
全
法
第
11
条
の
3
〉

　

全
国
レ
ベ
ル
で
は
「
全
国
消
費
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
協
議
会
」
が
例
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
や
⽇
本
証
券

業
協
会
な
ど
5
団
体
が
加
わ
り
、
構
成
団
体
の
取
組
事

例
発
表
や
⾒
守
り
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
情
報
・
意

⾒
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
市
町
村
に
お
け
る
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
消
費
者
安
全
確
保
推
進
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
例

年
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
事
例
発
表
、
事
例

研
究
、
研
修
な
ど
を
行
い
、
市
町
村
に
お
け
る
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

１ 

消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

２ 

消
費
生
活
相
談
の
状
況

３ 

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会

図 1　契約当事者年代別相談件数の状況
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地
域
に
お
け
る
⾒
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
次
の

３
つ
の
主
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

１
．
消
費
者
に
情
報
を
届
け
、
注
意
を
呼
び
か
け
る

２
．
日
々
の
活
動
の
中
で
、
消
費
者
の
異
変
に
気
づ
く

３
．
異
変
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
消
費
⽣
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
専
門
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ

　
⾼
齢
化
、
独
居
化
が
進
む
中
、
被
害
の
未
然
防
⽌
・

拡
⼤
防
⽌
に
向
け
て
は
、相
談
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
日
常
的
な
⾒
守
り
を

通
じ
て
積
極
的
に
消
費
⽣
活
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
ぐ
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
等

の
他
分
野
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
被
害
の
発
⾒

を
契
機
と
し
た
、
⽣
活
保
護
・
成
年
後
⾒
制
度
・
障
が

い
者
⽀
援
な
ど
の
福
祉
的
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、「
担
い
手
の
不
足
」

は
１
つ
の
課
題
で
す
。
地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
育
成

に
加
え
、
民
間
企
業
等
も
含
め
た
協
力
団
体
と
の
連
携

強
化
が
必
要
で
す
。
県
で
は
、消
費
生
活
協
力
員
85
名・

消
費
生
活
協
力
団
体（
金
融
機
関
や
生
活
協
同
組
合
等
）

11
団
体
を
委
嘱
し
、
地
域
住
民
を
始
め
と
し
た
幅
広
い

担
い
手
が
、
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
や
高
齢
者

等
の
見
守
り
活
動
な
ど
消
費
者
被
害
の
防
止
等
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
消
費
生
活
協
力
員
・
協
力
団

体
が
見
守
り
活
動
の
中
で
消
費
者
被
害
を
発
見
し
た
場

合
、
消
費
者
安
全
法
に
基
づ
き
、
こ
の
情
報
を
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
必
要
な
情
報
が
地
方
公
共
団
体
に
円
滑
に
伝
え
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
県
民
の
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る

た
め
、
第
３
次
消
費
者
基
本
計
画
に
「
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
の
充
実
」
を
重
点
施
策
の
１
つ
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
誰
も
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
す
る
可

能
性
が
あ
る
現
在
、
県
・
市
町
村
・
消
費
者
団
体
等
が

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・

安
心
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。 ５ 

今
後
の
展
望

４ 

消
費
生
活
協
力
員
・
消
費
生
活
協
力
団
体

地域包括
支援センター

基幹相談
支援センター

民生委員

警察 金融機関

消費者団体

協同組合学校等
教育機関

司法関係者
（弁護士会等）

郵便局・
宅配事業者

消防署・
消防団

構成員間での情報共有
（個人情報保護法例外規定）

地域における見守りネットワーク
（消費者安全確保地域協議会）

消費生活センター

高齢者・障がい
者等の要配慮
消費者への見
守り活動

➡  消費者被害の未然防止・拡大防止・早期発見・早期解決へ

図 2　見守りネットワーク



し
、
2024



年
5
月
、
厚
生
労
働
省
の

研
究
班
の
最
新
の
将
来
推
計
は
こ
の
定
説

を
覆
し
、
2025



年
の
患
者
数
は
約

472


万
人
と
、
従
来
予
測
か
ら
大
幅
に

下
方
修
正
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
近
年

の
高
齢
者
の
喫
煙
率
の
低
下
や
生
活
習
慣

病
管
理
の
改
善
、
教
育
水
準
の
向
上
な
ど

に
よ
る
健
康
度
の
高
ま
り
が
あ
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
高
齢
者
の
数
は
増
え
て
い

る
が
、
認
知
症
に
な
る
人
の
割
合
（
有
病

率
）
は
下
が
っ
て
い
る
現
状
が
見
え
て
き

た
。
こ
れ
は
、
自
治
体
が
進
め
て
き
た
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
の
成

果
を
示
す
証
左
と
も
言
え
よ
う
。
認
知
症

は
避
け
ら
れ
な
い
運
命
か
ら
、
環
境
や
介

入
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可

能
な
も
の
へ
と
認
識
を
改
め
る
時
期
に
来

て
い
る
。

 　

こ
の
「
予
防
可
能
性
」
を
裏
付
け
る
重

要
な
報
告
が
、
2024



年
に
英
医
学
誌

『
T
h
e 

L
a
n
c
e
t
』
か
ら
発
表
さ

れ
た
。
同
報
告
に
よ
る
と
、
認
知
症
の
発

症
リ
ス
ク
の
約
45
％
は
、
理
論
上
、
予
防

や
対
処
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
特
筆
す

べ
き
は
、
高
血
圧
や
肥
満
な
ど
に
加
え
、

新
た
に
「
視
力
低
下
」
と
「
高
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
が
リ
ス
ク
要
因
と
し
て

追
加
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
特
に
聴
力
や
視

力
の
低
下
は
外
部
か
ら
の
情
報
入
力
を
遮

断
し
、
脳
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
社
会
的
孤
立
を
招
き
、
そ
れ
自
体
も

認
知
症
の
主
要
な
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
。

「
支
え
る
」か
ら「
備
え
る
」へ　
認
知
症
施
策
の
新
た
な
潮
流

　

い
よ
い
よ
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳

以
上
と
な
る
「
2025



年
問
題
」
と
い

う
節
目
に
直
面
し
、
各
自
治
体
で
は
医

療
や
介
護
の
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、

日
々
、
腐
心
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉
や
行
政

計
画
に
お
け
る
最
大
の
悩
み
は
、「
増
え
続

け
る
認
知
症
高
齢
者
を
、
地
域
で
い
か
に

支
え
続
け
る
か
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
だ

ろ
う
。だ
が
今
、そ
の
前
提
と
な
る
環
境
に
、

変
化
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
統
計
デ
ー
タ
や

医
学
的
な
見
地
か
ら
、
認
知
症
施
策
が
新

し
い
局
面
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
見
え
て

き
た
。本
稿
で
は
、最
新
の
動
き
を
整
理
し
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
に
お
け
る
認
知

症
施
策
の
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

長
年
、
認
知
症
施
策
の
根
拠
と
な
っ
て

き
た
の
は
「
高
齢
化
＝
認
知
症
患
者
の
激

増
」
と
い
う
図
式
で
あ
っ
た
。
国
の
従
来

推
計
で
は
、
2025



年
に
は
認
知
症
患

者
数
が
約
700


万
人
（
高
齢
者
の
5
人

に
1
人
）
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
、
こ
の

数
字
は
基
礎
自
治
体
の
政
策
決
定
に
大

き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。
し
か

公益財団法人 山梨総合研究所

1
は
じ
め
に

3
予
防
可
能
性
の
拡
大

２
統
計
が
示
す
有
病
率
の
低
下

出
典
： 	

日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
高
齢
者
人
口
の
将
来
推
計
に
関
す
る

研
究　
平
成
26
年
度
総
括
・
分
担
研
究
報
告
書
、
認
知
症
及
び

軽
度
認
知
障
害
の
有
病
率
調
査
並
び
に
将
来
推
計
に
関
す
る
研

究
報
告
書
を
基
に
作
成

研
究
員   

望
月 

泰
介
（
派
遣
元　
中
央
市
）
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こ
れ
ら
は
、
医
療
的
な
介
入
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
や
、
社
会

参
加
の
機
会
創
出
と
い
っ
た
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
領
域
で
対
処
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

自
治
体
が
主
導
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
や
、

外
出
促
進
施
策
は
、
単
な
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
は
な
く
、
将
来
の
介
護
給
付
費
抑
制

に
向
け
た
「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
の

側
面
を
強
く
持
つ
の
で
あ
る
。

 　

統
計
デ
ー
タ
の
変
化
に
加
え
、
医
療
技

術
の
進
歩
も
施
策
の
前
提
を
大
き
く
変
え

つ
つ
あ
る
。
レ
カ
ネ
マ
ブ
な
ど
の
新
薬
の

登
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
薬
は
、
進
行
し

た
認
知
症
に
は
効
果
が
見
込
め
ず
、
軽
度

認
知
障
害
（
M
C
I
）
や
極
め
て
初
期
の

段
階
で
の
投
与
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
認
知
症
ケ
ア
は
「
発
症
後
の
生
活
支

援
」
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
「
発
症
前
の
早
期
発
見
」
が
治
療

の
成
否
を
分
け
る
時
代
と
な
る
。

　

し
か
し
、
現
状
の
地
域
課
題
を
見
渡
す

と
、
早
期
受
診
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
依
然
と

し
て
高
い
。
認
知
症
に
対
す
る
社
会
的
偏

見
や
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
情
報
ア
ク
セ
ス
の
障
壁
、

ま
た
自
分
自
身
で
症
状
に
気
付
か
ず
、
指

摘
さ
れ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
心
理
な
ど
も

受
診
行
動
を
遅
ら
せ
る
。
そ
の
結
果
、
治

療
可
能
な
時
期
を
逃
す
ケ
ー
ス
が
散
見
さ

れ
る
。
M
C
I
の
段
階
で
発
見
し
、
適
切

な
医
療
や
予
防
的
介
入
に
つ
な
が
れ
ば
、

健
常
な
状
態
に
戻
る
こ
と
や
、
発
症
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

平
均
寿
命
が
延
伸
す
る
中
、
健
康
寿
命
と

の
差
を
埋
め
る
鍵
は
、
こ
の
「
早
期
段
階

で
の
介
入
シ
ス
テ
ム
」
を
地
域
に
い
か
に

構
築
す
る
か
に
あ
る
。

　

以
上
の
デ
ー
タ
と
現
状
を
踏
ま
え
、
自

治
体
に
は
、
従
来
の
「
支
え
る
介
護
」
に

加
え
、
戦
略
的
な
「
備
え
る
予
防
」
へ
の

シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
以

下
の
3
つ
が
重
要
と
考
え
る
。

　
第
一
に
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
住
民
啓

発
で
あ
る
。「
予
防
は
可
能
」「
早
期
発
見
の

メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
最
新
デ
ー
タ
を
用

い
て
広
報
し
、
住
民
の
恐
怖
心
を
和
ら
げ
、

自
発
的
な
検
診
や
相
談
を
促
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
第
二
に
、
感
覚
器
（
目
・
耳
）
の

健
康
維
持
へ
の
支
援
で
あ
る
。
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
に
加
え
、
眼
科
・
耳
鼻
科
検

診
の
奨
励
や
、
高
齢
者
の
補
聴
器
利
用
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
施
策
は
、
認
知
症
予
防

の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
第
三
に
、
社

会
参
加
の
場
の
再
構
築
で
あ
る
。
公
民
館
活

動
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
認
知
症
予
防
の
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
再
評
価
し
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
を
繋
ぐ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
の

強
化
も
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　
2040



年
に
は
、高
齢
者
人
口
は
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
認
知
症
患
者
も
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
有
病
率
の

低
下
と
い
う
事
実
は
、
行
政
の
取
り
組
み

の
成
果
も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

今
後
の
施
策
に
よ
っ
て
は
更
な
る
効
果
も

見
込
め
る
。「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な

ま
ち
」
と
「
認
知
症
に
な
り
に
く
い
ま
ち
」。

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
決
し
て
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
く
、
車
の
両
輪
と
し
て
推
進

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
山
梨
の
自

治
の
力
が
、
超
高
齢
社
会
の
新
た
な
モ
デ

ル
と
な
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

THINK TANK

５
「
備
え
る
予
防
」へ
の
転
換

６
む
す
び
に

４
新
薬
登
場
と

      

早
期
介
入
の
重
要
性

若年期 （Early life）【5%】 教育歴が低い (Less education)

中年期（Mid life）

【7%】 難聴 (Hearing loss) 【7%】高 LDL コレステロール（High LDL）

【3%】 うつ病 (Depression) 【3%】身体活動低下（TLD）

【2%】 運動不足 (Physical inactivity) 【2%】喫煙（Smoking）

【2%】 糖尿病 (Diabetes) 【2%】高血圧（Hypertension）

【1%】 肥満 (Obesity) 【1%】過度の飲酒（Excessive alcohol）

高齢期（Late life）
【5%】 社会的孤立 (Social isolation) 【3%】大気汚染（Air pollution）

【2%】 視力低下 (Vision loss)

ライフステージごとのリスク因子【】内は寄与率

出典：“Dementia prevention, intervention, and care: 2024 report of the Lancet standing Commission”を基に作成
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